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ストロージャスバッチの改良について

渡 適 者 正並 菊 地 誠踊

On theImprovement of Strowger Switch

By KoseiWatanabe,Makoto Kikuchi

Totsuka Wor･ks,Hitachi,Ltd.

Abstract

我

■

In the presenトdayJapan,the telephone service,eXpeCially the service of

machineswitchingsystemhasexposeditselfit,sexceedinglypoorplight.Sought

after the way toimproveit,aCCOrdingly,themechanism of machine switching

system turns11pbeforeusinevitably･ThedevelopmentoftheStrowgerSystem

has,thus,beentakenupfor our stlldyandour goalhasbeen丘Ⅹedasfollows･

1.To get the switch as accurately made as we hardly need toreadjust

whenitis負Ⅹedinto theassemblage.

2.Togetthe switch which enduresthe usage tlptO500,000times,atleast,

without troubles.

For the負rstitem,uSillg･ヒhe die cast frameinstead of the old type one has

beencoIltrived whichhassuccessfuilyfollowed cuttinghalf of times formerly

needed for the assembly.

Forthe seconditem,We SuCCeededinthelife test of 5OO,000times usage

after assemblirlg the switch with carefully selected parts･

Putting togetherthese twoitems,We believe we could get the Strowger

switch practically almostideal･

[l]緒 盲

に自動交換が採用されてから蒲25年になる｡こ

の聞に日動交換で公衆に満足される交換サービスを興え

ていたムというと退憾乍ら十分ではない｡戦前はまあ外

囲なみに行っていたが 後のサービスはよくなt･､(1〕｡こ

の原因ほいろいろとあるが主なるもの:ま保守技術の低下

材の機鋒の悪いことにある｡

数学て中堅校術老を兵隊に取られて保守技備に眞名状

態を生じた｡戦後これを充足すべく関係膚局番は懸命の

努力をなし

現在の亮

逐次覧

∴昏社

碁 甜 日

宝をあげつつあるが奮iこ復することは

に鑑みて容易なことでなく相雷の時日を

作所戸塚工場

要するものと思われる｡

槻材の悪い例とLて某局に納入された自動交換槻は装

機工婆が完了して開局後5000同を使用すると調整が狂

い再調整する必要があるといわれている｡自動交換梶の

スイッチは1カ年に10～20高岡は使用されるものであ

るからこんな5000同より使用の出来ぬ隣器を使わされ

たら保守老もたまったものではない｡叉こんな機器を｣E

首状態に保守するためにはベラ棒に多い人間が必要とな

る｡

保守の基準としては1カ年に1閻標準調整を行うこと

になっている｡機器i･こ聾ける要望は簡単に短時間に標

調 の取れるものであり且つ調度は容易に狂わず5,6

年は標準調璧をなすの要なく使用の出来る機器の出来る
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ことである｡.斯の如き

立

器眉計モ使用され亮こととノ王る

と障碍は少くサービス:ま安定し 話使用者に三三満足さか

且つ機械の保守に要する人員は3分の1或は2分の1減

され叉無駄な保守用資材甘乱局L運営蟄三者しく低下す

ることとなる｡

自動交換器を構成ナる主要の 器･:ニ上昇同輪 イッ

チ所謂スt､ロージャスイッチである｡､二の上昇同輪廻ス

イッチに前記の要望を適用ナると

(1)スイッチを構成する部品け各々は正確且つ奔一

に製作されていてこれ等の部品でスイッチを組立てると

きに調整などを要せずし/て完全なるスイッチを得るこ

と｡少くとも最小限皮の調整で出来るスイッチを得るこ

とD

(2)スイッチ使用による部品の

さくし､且つ

耗を出乗る限り小

耗も可成均一に生ずる様にLて長時間無

調整で使用に耐えること｡

この條件を満足する上昇同轄

第1衷100萬旭 1

スイッチの製作を志し

評 論 第33巻 第4渋

程々折究試作を行った｡今岡大迫二の目的を達したので

結果を報告して斯界の各位の御批判を賜わりたく一監〕｡

[Il]調整の容易なスイッチ

製作のときに部品を組立てたま_ゝで調整の要のたいス

イッチを得るた｣〕にはこれを構成する部品の夫々が正確

奔一に作ン:二〕れていな:ナればならぬ｡されどこれを経済的

に空行した廿ばたこ:ノぬ｡検討の末葺瓢よスイッチの骨幹

をなすスイッチフレームにあることを知りこれの精度を

あげるた巧に従来の砂 物にかわり再錯のダイカス

トを用いた(㍉∴陪度井向上されたたム〕スイッチフレーム

以外の部品には今までのものを用いてスイッチを組立た

が組立調整時間･:三従来に較べて草城した(3)｡このことは

に常俳か整 た､Lよに ことであり電話局に装置されて

からも調奥の禦なスイッチが得られたことになる｡

宮巨錯ダイカストのスイッチフレームの適否を調査する

ため100萬同の喜命試験を行った｡ 除の結果は第l表

翰中挙優した陸相内容(表中の蟄守恨事故養生時の劫作国数を示す､単位1000崗)

Tablel The Result of One Million Life Test.

フ レ
ー ム 焼入銅埋込みのダイ鋳物フレーム

No.1iNo.2 No.3 No.4
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ノルマルポ
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トップビンiスト スト
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710 29 i35
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;完言窒晶再調整
み
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ポール
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500
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調整
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トッブビン

折損
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ダブルドッ

グ

攻換
940

ロー一夕リボ

･､三

重準_
980

ダブルドッ

グピン

止ネジ弛み

誅1･11萬､30萬､50萬､70常闇に於てスイッチ全部同時に再調整を行った｡

2･ステショナリドッグは各スイッチ共磨耗が甚しく 50萬凰で仝部新品と交換した｡

3･各スイッチ共ワイパ障碍は柵常数ある｡磨 が甚しく概ね10高岡毎に新品と交換した｡

ヽ

ム

No.10
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の如くスイッチフレrムほ従来のものに比してネジ弛ち

も少く優秀であることが謹明された｡又現行のスイッチ

を構 よ幾多の弱粘が包含されている事が判

明した｡則ち

1)ノルマルポストの弛みはダイカストフレームでは

供試晶7個iこつき3件､ 錯物フレームでは供試品3個

につき7件築生している｡ダイカストフレームほネジの

によって銭箱物フレームより優れた成

示しているが何れにしてもノルマルポス1､の弛みは改善

しなくてほならぬ｡

2)ネジ弛みほノルマルポストを除いて6件叢生して

いる｡この内クランプ締付ネジが5件を占めている｡ネ

ジ弛射こついてはクランプ関係が大きな弱鮎を構成して

いる｡

3)ステショナリドッグは臍耗が甚Lく50萬同で全

部奴換えた｡又この磨耗のためにハブのバーチカル調度

化するので蟹々再調整を必要としたロ

4)ダブルドッグのバーチカルドッグの磨耗が比較的

顕著である｡このため歴々再調整を要したu

5)ポールの磨耗特にロータリポー 皮耗磨のレ,ノ

激しく歴々再調整しなければならなかったし･概ね50萬

同で交換を必要とし/た｡･

6)ハブとダブルドッグ､ステショナリドッグとの調

整は部品の磨耗に従って最も敏感に影響を受けた0この

調度 化の原因を探究して 策を講ずることで保守が相

普禦に担架ると諌思された｡

じユ上が100高岡讃命試験で草生した障碍q)大部分であ

ってこれが解決すれば保守に手数の省けるスイッチが得

られることとなる｡

スイッチフレームにす巨鈷のダイ筍物フレームを用いた

ときの利駄其他詳細についてほ既に文献二望)こ3-)に老衰した

からこ､､では省略する｡

[Ⅲ]長鳶合のスイッチに封する企劃

臍耗が少く調整時碍の少ノ㌧い長講命のスイッチを得る

ため前項の各窮鮎につき改良せ行った.二:それ等の主たる

事項は次の通i)である｡｡
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1.ノルマルポスl､弛みについて

ノルてルポスト地利亭碍の原因としてほ次のことが考

えられる｡.

(a)ネジ(ノルてルポス1､､スイッチプレ→一ム共)の

精度が孟凱､場合

(b)スイッチプレ㌧-ムの雌ネジがノノLヾルポストを坂

村ける両に封して正しく垂直に工作さかていないか又は

フレームの外側面が完全に平面でないときは第1圏のよ

この部分隙間あリ

∴

＼

＼ノルマルポスト

スイッチフレーム
料葦

節1固 ノルマ′レポストニ味付固

Fig.1The Assembly of NormalPost.

うにノルマルポストがスイッチフレームの外側面に密着

したい｡ニれは前岡の語命試験でダイカスト製品が鏑蔵

物製品に較べてノルてルポス1､の弛7人の少なかった車掌

に して研際である｡

この弛みを防ぐ手段として強く締めつ廿ることが考え

られるが第2圏に云すように不完全ネジ部な除くために

.旧寸法ユJモ

▲l

ソ

l

節2固 ノルマ･ルポスト

F短.2 NormalPost.

首下の部分が細くなっているので十分に締めつけるとこ

の部分が切断されることがあった｡

比ヒの考察によって次の封策が講じられる｡

(a)ノルてルポストのネジ粍皮をJESl放とした｡

(従来は2級)

(b)スイッチフレ⊥ムの外側面を完全なる平面とし巨一

つキジをこの面に射して正しく垂直に加工するようにし
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(C)ノルマルポストの首下の逃げの部分を第2囲のよ

うに従来3･5¢であったものを3.8¢ として十分に締

付けた｡

2･クランプの絹宣汗トトネゾ弛-ちについて

クラノブの雌ネジが第3圏のように取付頑に封Lて正

Lく直㈲二あ:ナられていない場合はネジの突端が鮎接鴨

第3岡 クランプ締付尚

Fig.3 Clamp Pin.

となるのて動揺して弛んで来ることが考えられる｡叉フ

レームの孔置とピンの外径との駿合寸法にガタがあると

きも同様てある｡ニの瓢こ十分なる注意を加えて工作精

度の高い部品を製作するの要がある｡.

3･1テショナリドッグ､ダブルドッグ､ロータリポ

←ルの耐贋籍性こついて

ニれ等の部品の耐

高

宗旨性を向上

くすることが必要であ

せるには先ず硬度を

二云.うにノ→7の
チト
カれそがる 耗を

進捗させることて.あってはならない｡且つ工作に甚Lく

困難でたい材料を選ばなければならぬ｡これ等の部品は

次の四つの條件を満足する鋼板を 作Lた｡

(a)自力▲らも贋耗せず且つ衝撃によってハブを磨耗さ

せることのたいような通常の硬度を持つ材料であること

(b)摩放こよってハブを 耗させることのないように

ネーパル黄銅又は燐青銅に封Lて

あること

詞

麒係数の少い材料で

(C)市場性があって入手の容易なものであること

〈d)工作に甚い､困難を伴わないこと

4･ハブとダブルドッグ及Cニステシトヨナリドッグとの

障蒔こついて

弟4園に読ナようにバーチカルアーマチュアが完全に

評 論 第33 第4既

第4固 ダブルドッ グ調

Fig.4 Adjusヒment of Double Dog.

吸引されてハブが十分に押し上げられたときはハブのテ

ィスの下面はダブルドッグの上面より約2ミル位上方に

位置するよ〕に調整される｡この2ミル位のギャップが

あることによってダブルドッグはハブの斜面に落ち込む

ことが可能になる諾である｡されど部品が磨耗するに従

ってこのギャップが漸次減少して来る｡則ち第4圏の戦

線で戻すようにハブの押上げられる位置が次第に低くた

って来るのでダブルドッグの噴い込む除裕が少くなるの

である｡そして部品の 喜耗が限界を超せば最早やダブル

ドックほハブの斜面に噴い込まなくなるのでこの部分･の

再調整を行う必要が生じて来る｡

この障碍の原因とLてはバーチカルポールやポールピ

ンの磨耗が考えられるがペアリングピンとこれに巌合す

るアーマチュアの孔の磨耗が最大の原因をなしている｡

則ちノヾトーチカルアーマチュアと同ベアリングピンとの作

用の関係は第5圏に示してあるが作用する合成力の関係

第5固 アーマチュアとピンとの組込固

Fig.5 The Relation between Armature

and Pin.

で搾髄鞘･:よ同園の左下刀になっている｡従って′トーチカ

ルアーー~マチュアの孔とベアリングピソ乙･ま第6匡lに示すよ

耗を生じて来る｡このために磨耗の進行に伴いア

-マチュアは第5圏に熟視で示すような位置に来ること

t.
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ノトチカルアーマチュア

第6閥 バーチカルア←マチュア､同ピンの摩耗固

Fig.6 The Wear of VerticalArmature and

VerticalArmature Pin.

になるのでハブの位置は下方に下ることとなる｡この場

合には憧嵩ぺ 3倍に櫨大されてハブの位置に

影響ナるrい)ポールやポールピノの

重視さこ妻~しJ㌔｢j~ればならぬ｡

耗に較べて遠かに

従ってハブとダブルドッグ及びステショナリドッグと

の調整障碍を除くためにはこの部分の磨耗を極力少くす

とiこよって十分に目的が

耐

せられる｡

耗性の向上はア←マチュアとベアリングピンの双

方を考えな:ナればならぬがアーマチュアは磁性材料が用

いられるカ■ち撫陪に他の材料に襲更することは出来な

い｡月▲つペアリングピンに比Lて磨耗度が少いので今岡

ほベアリングピンだけを改良試作し∵た｡則ち

(a)硬

(b)

の高いこと

磁軟鋼との按礪に於て摩擦係数の小さいこと

(c)工作がむつかしくないこと

の3條件を考えて従来燐青銅で製作して来たベアリング

ピンを不鋳鋼(ステンレスステイル)で試作した｡

5･ハブとロータリドッグとの調整障碍について

ロータ17ポールがノ､ブを押L切ったときの/､ブのロー

タリティスとダブルドッグのロrクリドッグとの関係ほ

第7匡l･ニ示してある｡同園に4～6 ミルと示されている

ギーYツプも部品の

-■

耗進行に従って次第iこ減少し遂にほ

ロータリドッグがハブの同轄前に噴い込`重なくなって再

整を必要とするようになる｡この原因ほ前項に述べた

と同様でもってロr∵クリアーマチュアと同ベアリングピ

ンの 耗を防止することによって改善することが出来

る｡よってペアリングピンを前項と同様に不鋳鋼で試作

した.｡
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ロータリーハブ

第7田 口←グリードッグの調整囲

Fig.7 Adjustment of Rotary Dog.

6.ポールスプリングの断線防止

ポールスプリングは以前よりも改良を企て改良品を前

閻の詔命試険の供 晶に用いた｡10個の供試晶中4個

のロータリポールスプリングが噺騙したが何れも75萬

同以上に於て草生したのであって一腰よい成績と云え

る｡されど100萬同以上の使用に耐えるものを得たいと

志L次のような試作品を作った｡則ちスプリングが伸長

した場合に生ずる表面最大願力を現在のものより更に滅

少する奉 な構造寸法に設計して試作Lた｡

[Ⅳ]改頁したスイッチの薫合試験

以上に述べたような改良を行った各種部品並びに従乗

の部品を種々なる 験結果を得られるようi･こ且つ2傾が

同一組成であるように組合せてス1､ワージヤスイッチ10

個を作り100蔑同を目標に詔命試扱を行った｡50嵩同

まで終り一麿その結果について検討Lた｡その成績を報

告する｡

1.供
l:コ

【lR

10偶の供試晶の部構成の内容ほ第2表の通りである｡

倍特殊材料で製作されたダブルドッグ､ステショナリド

ツグヽ ロータリポールが現行のネr-ノヾル黄銅及び併有銅

のハブに封Lて如何なる影響を興えるかを確めるために

憐青銅のハブの外にネーーノヾル

晶の中に加えた｡

2.スイッチの動作要領

∴

銅で作ったハブをも供試

器を使用せず上昇同樽型スイッチ軍衛で直接上昇
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第2表 供試 ス イ ッ チ構

Table2 The Constitution of

No.1

No. 2

No. 3

No. 4

No. 5

No. 6

No.7

No. 8

No. 9

No.10

指定材料

成部品

Parts of

評 論 第33巻 第4鍍

表

Switches Under Half Mi11ion Life Test.

第3表 50萬圃までに竣生した各ス~イッチ別の障碍内容

Table3 The Results of Half Mi11ion Life Test byImproved Switches.

及び同轄インパルスを迭って動作させた｡

倍改良した部品の磨耗度をよく知るためその使用箇祈

には特に注油しなかった｡

3.嘉命試墳の結果

(a)50萬同までの動作で草生した障碍の内容は第3

表の通りである｡則ち全障碍件数は37件あってlその

内同輯不良18件､上昇不良14件､其他5件となるし･

倍この障碍は全部No.3～10 のスイッチに讃生した

ものでNo.1及び2のスイッチ則ちベアリングピンに

不鋳鋼を使用したものにほ50萬同まで一度も障措を起

Lていないことは注目に値する｡

(b)今岡のヨ命試験に於てはノルマルポストの弛ち及

びクランプ締付ネジ弛ちほ件もない｡

(c)No.5スイッチのバーチカルアーマチュアのポー

ルピンの脱落及ひ∵No.6 スイッチにスプリングカップ

の脱落の事故を護生したがこれは何れも作

による銃め作

老の不注意

の不完全に原因していると考え〔ノれる｡

(d)現行品によるダブルドッグヽ ステシ′ヨナリドッグ

ロータリポール及びペアリングピソは磨耗甚しくて50

高岡の使用で部品と1ノて詔命はつきたものと認められ

る｡これに反し特殊材料を用いて試作された前記部品ほ

殆んど磨耗して居らず今後の使用に耐える｡

今後の使用則ち50萬より100萬同えの使用に潜って

交換を要する部品と然らぎる部品の内諾は第4表に示す

通りである｡

(e)50高岡の使用試験後の各スイッチの胱況ほ次の･

通りである｡

スイッチNo.1及び2は部品の交換及び再調整の要

ヽ
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第4表 部品交換要否一驚表

Table4 The Parts whichobligd to Changewith

New One after the Half Milliou Life Test.

収吉砥寄崇別ハ ブ ダブルドッグスラーkナリドックロータリー正一ルベアリングビン
肋./ P-○ 改-○ 改-○ 攻⊥-○ 改-○

国 ノ′

-○
〝

-○
′

-○
〃

-(⊃
′

【○
国 ′

→○
〃

-○
山

一(⊃ 〃･･---○
規-×

4 一′

-○
′′

→(⊃
′′

､○ "一一○
′′

-×
′′

J 〃-○ 〃

-○
′′

-○
′′

Ⅶ○
〃++---

×

十 ′′
】丁

∠ゝ 王見- × ′′

-○
′′

-○
〃++-【-
×

田 P-【○ 改-○ ′′

→○
′′

【○
〃 - ×

田 〃 --

∠ゝ 硯-× 〃

一一○
〃

-(⊃
〃 - ×

田 ′′

→○ 改ニー(⊃
規-× 硯 -∠ゝ

〃

-×
〃 /♂ ′

-○
現-∠ゝ ′

-×
~~■

∠ゝ
〟

¶ ×

誌上改は改良彗日昌.現は現用部品てある事を示す.

2.ハブのPは燐青銅吉〟はネーJてル芸銅を示丈

aO印た継続條円耶巨な毛の.XEロは交換を要するもの.△巨封ユ磨
去引ま比較的観音て'ぁるが､吉式抜目的のため引続き嘆嗣する毛のを

示す

ノて亡くこのま-ゝ今後の使用iこ耐える｡

■りッチNo･3～10は第4表に哀した部品を交換L_

再調整を行えば今後の使用に耐える｡

4･垂命試駿の結果に劃する考察

語命試験の結果は大要前項に記Lた過りであるがその

障碍の内容を細部に観察し且つこれが更生Lた原因を夫

々の部品の ぎ耗状況と封照Lて考察したし G思と

(a)同時不良について

第3軋こ示すように同韓不良は18件に及び全障碍の

4R･7ア右を占めている｡

この不良ほロ⊥クリドッグとハブのロータリティスと

の間の4～6ミルの間隙が(第7固参照)使用度の貢さ

なるに従って次第に小さくなって来て遜にほロ←タリド

ッグが次のハブの帝に落ち込まぬようになったために起

った障碍である｡

この蕃故ほベアリングピソとロータリア←マチュアの

横合部分の磨蓑割こ主として原因して居り

した通りである｡従ってこの部分の

細ほ前節に記

耗を少くすれば旧

轄不良の障碍を演ずることが出来る澤である｡これほ不

鋳鋼で作ったベアリングピンを使用したスイッチNo.1

及び2i･こ岡持不良の事故が1件もない蕃空から明瞭であ

る｡

■ 50萬同試験終了後のベアリングピンとロータリアr

マチュアの擬合部分ほ次の通りである｡則ちベアリン′グ

ピンは第8固に斜線で京したようi･こ

断面が楕囲断面に

283

耗L･曹て初の固形

化した｡この最大霞と最小琶の測定

値は第5表(英文参照)の通りである｡第5表によると不

鋳鋼によるものほ最初の固形断面の外径と磨耗彼の最小

経との差が0.075-0.1mmに ぎないが燐青銅によるも

のは最大1･45mm,平均0･7Inmになっていて前者に較

ベて約10陪の 棒毛皮を示している｡但しこの結果はこの

部分に特に注油をL.なかったため

のと思われる｡第9固の籍眞はこれらの

もた出に著

を示す｡

日= 奔
鱒紺暦酎藩ヤ′

5
0
萬
国
後
(
硯
庸
晶
)

箭8囲 ベアリングビン磨耗固

Fig･8 The Wear of Bearing Pin.

同

右

(
硯
用
品
)

同

右
(
ス
テ
ン

5
0
寓
他
後
(
ス
テ

ン′

レ`

､
､
､

､
ト
∵
､
せ

新

晶

第9固 ロータリーアーマチュアベアリングビン

耗比較留民

Fig･9 TheComparisonofWearofRotary

Armature Bearing Pin.

硬い不鋳鋼のベアリングピンを使用したときには相手

方のアーマチュアの孔にも大なる磨耗を生ずる恐れがあ

ったが測竃の結果ほ却って隣青銅のベアリングピンを使

用した場合の方がアーマチュアの磨耗が大きいことを京

Lた｡則ちロ←クリアーマチュアの孔ほ第10圏のよう

iこ磨耗されて固形から楕固形となるがその最初の孔琶と

磨耗後の楕固孔の最大置及び最小竃との比較は第6表の

ようになる｡最初の孔径と 耗後の搾園孔の最大饉とを

比較すると不磨鋼のベアリングピンを用いたスイッチ

No･1及び2では平均0.27mmの磨耗となり隣青銅の

ベアリングピンを用いたスイッチNo.3～10 では平均
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供 試
仁I
日日

評 論 第33巻 第4芸虎

第5表:ロータリーアーマチュアベアリングピンの磨耗成折衷

Table5 The Result of Wear of Rotary Armature Bearing Pin.

No.

試験前の

材 質 外 径

(か｡)

試 験 役

･最大筏
(βm乱Ⅹ)

最小筏
(βmi｡)

最大磨耗畳

(β｡一か1nill)

最大磨三托量の

卒 均

第10園 ロータリーアーマチュア磨耗固

Fig.10 The Wear of Rotary Armature.

0.35mmの磨耗となっている｡磨耗状況は第11圏の

眞に嘉した｡

以上の成績で明瞭である如く硬度の高い不鋳鋼のベア

リングピンを使用しても相手であるロータリアーマチュ

アの孔を甚しく磨耗させることがないばかりか寧ろ好影

響を興えている｡これは不鋳鋼の

係数が燐青銅の

鋼に射する摩擦

磁軟鋼に封するそれよりも小さいこと

第11周

Fig.11

(
50

リリ萬

ンン同
グ青後
ピ銅

ン製

1ご

/へ50
新

リス萬

ンテ匝Ⅰ

グン後
ビレ

ン/ス

を製

､⊥十

ロ
L.】ll

ロータリーアーマチュア磨耗比較富民

The Comparison of Wear of Rotary

Armature.

iこ基因すると考えられる｡

かく検討を行えば障碍の最大率を占める同韓不良の障

ヽ
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第6表:ロータリ ーアーマチュアの ≡托成精義

Table6 The Result of Wear of Rotary Armature.

碍もベアリングピンに邁雷克る材質を選べば殆んど無く

することが出来るといえる である｡

(b)上昇不良について

上昇不良の障碍は14件に達L同韓不良に:次ぐ高い障

碍率を示している｡この不良の原因は同轄不良の場合と

同様でもる｡従って改善封策も同じてある｡不鋳鋼蔓斐の

ベアワングピンを用いているスイッチ No.1及び2に

は上昇不良障碍は1件もない.｡

ベアリングピソは第12国のように磨耗部分が楕固形

に欒化したが使用前の外径と磨莱毛後の最大穫及び最小裡

の比較すると第7表の如くなる｡使用前の外径と磨耗後

の最小琵の差は隣青銅によるスイッチNo.3～10 ては

平均0.41mmを示しているが不墓琴鋼による.スイ ッチ

No.1及び2では平均0.04～0.07mmに過ぎ′二〔い｡こ

jL㍉几比較焉眞ほ第13匡に示す｡

筒相手方であるバーチカルアーマチュアの孔径の

｢月

′.

月A`断面図

最大量

刷二､蛸

節12固 バーチカルアーマチュアベアリング

ピン磨耗周

F短.12 The Wear of VerticalArmature

Bearing Pin.

:ま第14国及び第8表の りである｡使用前の孔筐と磨

耗後の最大孔雀とを比較すると憐青銅のベアリングピン

を組込んだスイッチNo.3～10では平均0.28mm の

耗を嘉しているが不鉄鋼を用いたスイッチNo.1及

び2では平均0▲225mmである｡磨耗比較寓眞は第15

圏に京す｡

バーチカルア←一-マチュアペアリングピンに通常なる材
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右左

日 立二 許
:▲.､

正=り 第33

第7表 バーチカ′レアーマチュアベアリ
ングビンの磨耗成績表

Tab】e7 The ResuJt
of Wear of VerticalArmature Bearing Pin.

試験前外径
:､ニー･. 材 質
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/′

太

郎

筏
･11-玖

■ヰ53
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.
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第4鼻宅
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3.25
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〇
.
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.

平 均

0.051mm

0.41mm

亡T

n口

5
0
萬
国
後
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テ

ン■

レ

ス

､ヽノ

左
(
ス
テ
ン
レ

同

左
(
リ
ン
青
銅
)

第13固 バーチカ.′レアーマチエ

磨耗比較留民

同

左
(
リ
ン

ユ｢J.利一JP封

リングピン

Fig.13 The Comparison of Wear of Ver[ical

Armature Bearing Pin.

質を選揮すれば上昇不良の障碍を担さぬスイッチの得ら

れること･は同韓不良の項で述べたと同じてある二

46

(c)1テショナリ ハ■グッ

･
･

r
､､ノ√
.

十賂

前岡レ7_〕100萬同語命試験てミ三二くテシ′ヨナリドッグは甚

托して50萬｢Eほてこ殆んど全部新規部品と交換

/J､l 〕~ノilこよノて_こ･:ノノ王ニ1･1つ7しここ.今度の二等命試験に･:よ特殊レ)鋼

板て製r′f三した供試部品を現行部品と併用してt雨着の比較

試験を行ったことここ前述の通りてある｡

∴テショナリドッグは第16匡に示す如ぐこハブのパー

第14匪‡バーチカルアーマチュア磨耗固

Fig.14 The Wear of VerticalArmature.

チカルテイニてこて摩擦さjtる部分とバーチカルポールの
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第8表 バーチカルアーマチュア靡粍成精麦

Table8 The Result of Wear of VerticalArmature.

ニ＼ト.

組合せ充ベ

アリ ングピ

ンのノ材質

試漁前の
内 径

(か｡)

-
､

樫-幻

億

最小樫
(且由一)
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最大磨耗見 放大磨耗畳の

(∂..1乱文ーβ｡)平 均

卜
-
､
､
.
ト
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第15固

Fig.15

.
こ
.
二
.
.
＼
ト
ト
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.
一
旦

■
､
､
､

ンテ

グン

ビレ

ン'ス

を敷
使べ

二～-

50

萬
同

役

50

こ;萬
同

.一~
＼

ンリ

グン

･･｣:･
ン銅
を製
使べ

用り

＼ヱ

H

左)

萌
偶
後

バーチカ■･′レアーマチュア磨耗比較焉眞

The ComparisorlOf Wear of Vertical

Armature.

腕によって衝撃される部分の2カ祈に磨耗を来すが50

0.223Inm

0.2針mm

萬同動作後に第16固のa,b寸法を測宕したところ第

9表の値を得た｡叉 耗状況を焉眞に示すと第17囲及

び第18固の通りである｡則ち現mのものほ前回の詔命

験に於けると同様に常然交換を必要とする磨耗を生じ

たるに拘L二こノず改良品は

小な

整偶に全く影響Lない程度の徴

耗でありそのまゝ礎裸像用の可経であることが判

明Lた｡この場合相手のハブに対する影響も翼硯される

が後にg項で述べるようⅠこ改良品の方が却って好影響

を興∴Lることが判った｡.

第16固 ステーショナリドッグ磨耗聞

Fig･16 The Wear of Stationary Dog.

(d)ダブルドッグの 托について
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節9表 ステーショナリドッグ磨耗成琉表

Table9 The Result of Wear of Stationary Dog.

磨 耗 毒二

a 寸 法 b 寸法

良品は 追て優秀なる威

第33巻 第4兢

を京している｡荷ハブに射し

てもステショナリドッグの場合と同様改良品の方が好影

轡を興えることが判ったのである｡

供試品 No.:材 質

No.1～No.8･改良品 メッキが剥
げた程匪

約1.5mm

0.3mm以下

約2.5mm

50

‥∴硯

庸
口

巴

第17囲

Fig.17

＼くミニご:圭一こ:

新

ステーショナリドッグ磨耗比較囁眞

The Comparison of Wear of

Sationary Dog.
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′
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.
･
針
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･
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･二‥:て豊

第18固

Fig.18

¶

{叫.∴

50

;こ菌
改

良

曇

ト､､一

丁t!.(り十

ステーショナリドッグ磨耗比較鴛眞

The Comparison of Wear of Stat-

ionary Dog.

ダブルドッグはバーチカルドッグ及びロータリドッグ

の双方共磨耗するが測定の路卦こよるとロータリドッグ

は改良品､現用品共に 量は極めて微量であったので

バーチカルドッグに重男与を置いて述べる｡

ノヾ--チカルドッグはハブのバーチカルテイスとの衝撃

及び って第19圏･:こ科保で示すような

ずるが同園のa寸法を測定したところ第10表の

耗を生

果を

得た｡この比較富眞は第20国に示す｡これによれ･ば改

斜線は磨耗部分を示す

第19固 バーチカルドッグ央端の磨耗

Fig.19 The Wear of VerticalI)og.

第10表 ダブ.′レドッ グ磨 耗 成 績 表

TablelO The Result of Wear of Double Dog.

No. 6.乳10

そ の 他

硯月二(高仕板) 0.36-0.52mm

改 良 品 メッキが剥げた程眞

50

∴.‥ミ
硯

用
口

豊

第20固

Fig.20

薪
【
コ

u‖ 二;ご‡三三こ_-

ダブルドッグ磨耗比較鴬眞

The Comparison of Wear

of Double Dog.

(e)ロータリポールの磨粗こついて

ロータリポールはハブのロータリティスとの衝撃乙･こよ

って第21匡lに報視で示すようた打痕及び欒形を生ずる

のが普通である｡50高岡使用後の状況は現用品では新

第21固

Fig.21

ロータリーポール尖端の整形

The Deform of Rotary Pawl.
ヽ
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旦ゝ･考､､､､･÷封
50

奪還
巴!

第22固

Fig.･22

萬
同
級

(
硯
用
品
)

ロータリーポール磨耗比較留民

The Comparison of Wear of

Rotary Pawl.

親部品との交換を必要と思われる程度の攣形を生じてい

たが改良品は腿綾使用に支障を来さたい程度の微小なも

のであった｡この比較寓眞ほ第22附こ読ナ｡

ロ←タリボールを新鹿部品と交換する場合はロータリ

アーマチュア全鰹として取換えるのが一般てある｡この

瓢ダブルドッグや1テシノヨナリドッグ肇犠･か交換と達つ

て資材を浪費することになる諾である｡叉アーマチュア

はその儀とするも最小限ポールピソは共に撮換えなけれ

ばならず且つこれを組合せて絞める手数がかゝるからこ

の事命を現用品のそれミ･こ.比して遠かに長いものにして置

くことほ保守上の大なる利粘となる.｡

(f)バーチカルポール

バ←チカルポールは改良品ほ作らずに規用品を使用Lて

iミニ‡三
豊

第23岡

Fig.23

′

50

奪還
;･､:

新

Iコ
ロロ

バーチカルポール磨耗比較層眞

The Comparison of Wear of

VerticalPawl.

≡事命試験を行った｡されどこの贋幕毛は極めて軽微であり

日つロータリポールと違ってハブのバーチカルテイスの

谷則ち上昇講行こ馴染んだ形のまゝて保持されで.､るので

何れも腿額使用に支障はたい｡この寓眞･は第23閻に京

す｡

(g)ハブの磨耗について

前岡の寿命試験でほハブは燐青銅で作ったものを使用

し磨耗程度ほ極微にして再調整を行って100萬の使用に

耐えた｡今岡の試験ではダブルドッグ､ステショナ!7ド

ッグ､ロータリポールの改良品がネーパル黄銅の/､ブに

も如何なる影響を興えるかを併せて確めたかったのて憐

青銅のハブ8個の外にネーパル黄銅のハブ2個を供試品

に加えた｡

磨耗状況の比較寓眞は第24及び25園に示す｡この

寓眞からハブの磨耗状況を観察して整理すると第11表

芯
.
ゝ
…
)第24固

Fig.24

冨後(M)冨
盈
)ハブの磨耗比較篤眞

The Comparison of Wearing

State of Hub.

の如くなる｡これ等を比較検討すると次のことが明かに

なる｡則ち

スイッチNo.1と No.10のバーチカルテイての磨

耗の比較､及びスイッチNo,1と No.8のロータリ

ティスの摩耗の比較からダブルドッグ､ステシ′ヨナリド

ッグ及びロ㌧一夕リボールに改良品を使用したときの方が

磨耗の少いことを知る｡
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Tablell The Result of Wear of Hub.
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ノ､ブの磨耗比較焉眞

Fig.25 Tae Comparison of Wear of Hub.

又スイッチNo.1と No.5を比較するとネーパル

黄銅のハブの方が偉力1飴分一に磨耗している｡されどスイ

ッチNo.5 と No.6のネーノヾル黄銅のハブを比較す

ると第4表に示してあるように現行のダブルドッグを組

合せたスイッチNo.6の/＼ブは聡績使用困難と思われ

る程度の 耗を生じたのに比してスイッチNo.5のハ

ブは寓眞に示すように使用に差支えない程度の磨耗を生

じたるに過ぎない｡このことほステシ′ヨナリドッグ､ダ

ブルドッグの改良されたものがネーパ/レ黄銅のハブに封

しても磨耗上好影響を輿えていることが知られるのであ

る｡

以上改良部品放び現行部品の′､･ブに興える磨耗の比較

を述べた｡50高岡使用の結果スイッチNo.6(ネーーノヾ

ル黄銅)No.8(憐青銅)の2個のハブに交換を要する

程度の磨耗を生じたる外ほ全部今後の慕陸鎖使用に支障を

認めず.認めず 認めずi第24臥第25閲

比較的大 l 第25固

比車用大! 認めず.第24固

詑めずi多′J､詔む 多′｣､認む 第2Ll固､第25囲

栗さゞユ成績をあげている｡

(h~)ノノンてノンボス1-･及びクランプ締付ネジの弛ちにつ

いて

前岡の喜命試験て額田Lたノルマルポスト及びクラン

プ締付ネジの弛ちが今岡の試験ては1件も草生Lていた

い｡.これは前述のネジ及びクランプの工作精度をあげた

ことがその主たる原因と恩はれる｡.

(i)ポーノニスプリングの断線について

ポールスブリソグは改良品及び現用品ともに1件も断

線していない｡.この障碍は前回でも 75萬同以後に更生

した事故てあるから今後の試除結果を倹たなければなら

ない｡

6･毒命試監後のスイッチ構成部晶の互換性の祐

現場ては使用中のスイッチを再組立するとき乙･こ甲のス

イッチの部品と乙のスイッチの部品とを交換すると全部

使用出来ないといひ､これは製作のときに部品が均一に

出来ていないためではなかろうかとの疑念の聾を聞く｡

製作するときは同一の材料を同一の冶工具を用いて工

作する放そんな異形のものが出来る筈はない｡これほ組

立のときに部品を特にタメて 整する 起釦場 り､叉使

用による磨耗が均一に起らぬため使用中の部品について

この批判を受けるのではないかと思う｡

これについての判断の資料を得るため50萬同便用後

の部品の内最も交換の必要の多いダブルドッグ､ステシ

ヨナリドック､バーチカルアーマチュア､ロータリアー

マチュア及びワイパシャフトの5鮎を封照として相互に

これを交換して組立調整を行った｡

標こ身容

果は礫期した通り

調整が行われて供試スイッチに関してほ以上

の疑念ほ一掃されたっ
ヽ
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[Ⅴ]結 盲

以上の如くスイッチを構成十る部品の内交耗を必要と

する数個の部品を互換性を抗:よぬ範囲の内て改良し､H.

つスイッチフレームにダイカストな用十てし-ムの構度

をあけることによって無注油ても50萬同の使用の聞無

事故て-あり且つ無詞弓各こ近似Lて組立てることの可能烏

ストロrシ､､1アズイッチの侍らjしることが判明しナニリ

改良部品の-ちて構成L∴フィッチNo.1及びNo,2

の部品の 耗状況を見ると引琉き70～80高岡ま｢こ･は無

調整値用も可能であるように思われる｡.これほ今後引観

いて行われる詔命試験が澄明Lて呉れると信じる｡

50萬同の使用の問部品の考ぇ摸は勿論再詞 を要†ノない

ニとは外国製品に較べて優るとも劣亡:=Jね成績てある｡

50萬同の使凧こ耐えることは電話f諒こ於ける憤周状

況かr〕判断すると平均5～7カ年は無調整て使用出来る

ことてありヽ この種のスイッチを装置すれは年間の

調整を行う頻度は現行の5分の1乃至7分の1となり且

つ竃 及び不定時の障碍は激減して保守人員も大幅に減

じられると思う｡偶にスイッチの一生産原贋が多少高くな

っても運営費にて節約されるところが大きく且つサーピ

スは安定するたふ′)電話事業に貢献するところは煉る大き

いと信ずるe

以上のデータからしてダイカストのスイッチフレーム

にこれ等改良された部品て組立てたストロージャスイッ

高 速 度 鋼

販 章

■

チは一傑質用上から見て理想の執二近似L_て乗七ものと

いニLエリ｡

私鐸は散後の立上りが早く現在て:三戟前場上だ.っ

電話はどうしているのカ】という者がおる.__ よいスイッチ

が出来たら既存設備をよい機械に取持えたちよいかも知

れぬが東京だけても 30萬セレクタ単位のスイッチのあ

る大･きたシステムであるたと･〕技術的にも経済的にも容易

にほ出来宣いことてある〔二.電話サービス向上のための第

一歩｢王既設局の現周スイッチを上記の改良部品を用いて

改善することにあると恩･)｡現存スイッチの更生だけて

現在しつサービスは飛躍的に向上するものと確信する｡

終りにこの椚究に協力された各位に御憤を申上げる｡

〔~1951-1-4)

(追記)

50萬同に引続き100萬同まで試験を続行中であつで

只今大約75萬同まで進んでいる.=.改良部品を用いたス

イッチNo･1及びNo.2はまだ事故を起していない｡

(1951-1-30)

参 考 桑:献

浪速:自朝電話交換30年の回顧

施設 昭和25年7月

(2)山田､菊地:自動交換機踊スイッチフレーム

のダイカスト化について

日立評論 昭和25年7月

(3)渡退:理想のストロージャスイッチ

施設 昭和25年10月

作所冶金研究所長
博 士 小柴定雄薯

(誠文堂新光示土刊)

A列5判 230頁 美装グロース箱人

日 立 評 論 社 定慣25咽〒32囲



眞垂乾燥港の眞峯容器

特許弟】80406紙

一般に冷凍乾燥こま被乾燥

物を容器内に収めこの容器

を密閉したのち排気Lて行

うがヽ この場合徴乾燥物に

蒸顎の潜熱を輿えるため被

乾燥物を加熱する必要があ

るがヽ容器こま眞姦状態にあ

るから熱板と被乾燥物との

間に姦隙があるときはこの

姦隙が俸黙を阻害して能率

特許第183581紙

一般に金具を合成樹脂に

埋込む場合軍に金型を埋込

んたのみでは雨着の密着の

程度は極めて低い､従って

従来は埋込金具の表面にゴ

ム液を塗布し埋込成型する

ことを通例とするが未だ充

分と言うこと:三できなかつ

た｡水量明ほ埋込金具の表

加熱坂 眞聖油又は皇居粉

金具を気密的に埋込んだ合成樹脂成型物

ヽ

柴田寓語太郎

前 田 繁

舟 橋 正 治

を低下するD この軍明ほこ

の粘に着眼L､上記姦隙を

眞重油又は金属粉末のよう

に眞毎度を･劣化させないで

而も熱俸導性の良い物質を

もって充境することi･こよつ

て眞益乾燥の能率を著しく

向上せLめたものである｡

(田中)

磯 野 蕃

小 松 芳 松

面に酷酸ビニール樹脂の如

き熱可塑性を看する合成樹

脂ワニスを塗布して乾燥

し､これを合成樹脂成型粉

申に埋込み成型することに

よって雨着の接着を良好な

らLめ殆ど完全に気的を保

つことができる･ものであ

る｡(田中)




